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【評価コメント】 

本研究は、電子系やイオン系を用いた、ヘリウム自由表面に特有な量子現象に関する研

究であり、次の 2 項目が主要な研究目的になっている。 
 １．超流動ヘリウム 3 表面に存在が予言されている表面束縛状態の検証 
 ２．ヘリウム表面上 2 次元電子系での表面状態量子ダイナミックスの研究とその量子ビ

ット作成への応用 
表面下に局在した Ba＋イオンのレーザー分光を援用した新しいアイディアに基づく実

験は、物性物理だけでなく物理学全体に影響を与えることが期待される独創的かつ挑戦的

なものである。現地調査では、研究代表者のグループが本研究費で購入した無冷媒希釈冷

凍機システムと、以前から（独）理化学研究所において設置してきた超低温実験設備のイ

ンフラを上手く活用した研究がスタートしていることが確認できた。特に、上記１に関し

ては、レーザアブレーションによる Ba+イオンの発生を確認し、表面捕獲状態が確認でき

れば、最終的なスピン緩和の異方性検証実験に進める状況になっている。 
また、ヘリウム表面の単一電子操作に関する実験では、台湾国立交通大学と強く連携し

ながら研究が進められている。 
本研究では、目指す幾つかのテーマに応じた人員配置や研究協力体制が、状況に応じ適

切に行われており、今後の本格的な展開を期待する。 
 

 


